
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和７年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 3 科目 3.5 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1.5  ◯  ○  ○

1.5 ◯ ○ ○

1.5 ◯ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1.5  ○  ○  ○

1.5 ◯ ○ ○

1.5 ◯ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1.5  ○  ○  ○

1.5  ○  ○

1.5 ○ ○ ○

1.5 ○ ○ ○

 情報科学と情報倫理

AI時代のデータサイエンスと倫理

データサイエンスの理解と応用

授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールに

なり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

様式１

星薬科大学

HOSHI 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違しない

 「情報科学演習」(0.5単位）、情報科学と情報倫理（1.5単位）、情報リテラシー（1.5単位）の合計3.5単位を取得すること。

ビジネスソフトウエアの基礎と応用(0.5単位）、AI時代のデータサイエンスと倫理（1.5単位）、データサイエンスの理解と応用（1.5単位）の

合計3.5単位を取得すること。

令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密

接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

 情報科学と情報倫理

AI時代のデータサイエンスと倫理

データサイエンスの理解と応用

授業科目

 情報科学と情報倫理

 情報リテラシー

AI時代のデータサイエンスと倫理

データサイエンスの理解と応用

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ

ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目
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単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1.5  ○  ○  ○

1.5 ◯ ○ ○

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

0.5  ○  ○  ○

1.5  ○  ○  ○  ○

0.5 ○ ○ ○ ○

1.5 ○ ○ ○ ○

1.5 ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

 情報リテラシー

ビジネスソフトウエアの基礎と応用

データサイエンスの理解と応用

AI時代のデータサイエンスと倫理

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数

理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

 情報科学演習

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データ

を守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

 情報科学と情報倫理

AI時代のデータサイエンスと倫理
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⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

3-1

3-2

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社会

変化（第４次産業革

命、Society 5.0、データ

駆動型社会等）に深く

寄与しているものであ

り、それが自らの生活

と密接に結びついてい

る

社会で起きている変化を知り、数理・データサイエンス・AIを学ぶことの意義を理解するAIを活用した新しいビジネス/サービスを知る

・データサイエンスが注目されている背景（データ量の増加、計算機の処理性能の向上）  「情報科学と情報倫理」（第9回）「AI時代のデータサイエン

スと倫理」（第１回）

・ビッグデータ、データ駆動型社会（ビッグデータの特徴3V、ビッグデータが注目される理由）  「情報科学と情報倫理」（第9回）「AI時代のデータサイ

エンスと倫理」（第２回）

・データを起点としたものの見方（EBM） 「情報科学と情報倫理」（第9回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第２回）

・機械学習と脳のモデル（人間の知的活動とＡＩの関係性）  「情報科学と情報倫理」（第10回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第６回）

データ・AI利活用における最新動向（ビジネスモデル、テクノロジー）を知る

・AI等を活用したビジネスモデル（従来のデータ分析との違い、ビッグデータを利用した付加価値の向上） 「情報科学と情報倫理」（第９回）「AI時代

のデータサイエンスと倫理」（第１４回）

 ・AIの最新技術の活用例（大規模言語モデル、GAN）「 データサイエンス入門 」（第5回）

・社会での応用事例「データサイエンスの理解と応用」（第７～１４回）

・深層学習、大規模言語モデルなどのAI最新動向例  「情報科学と情報倫理」（第10回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第１４回）

どんなデータが集められ、どう活用されているかを知る

・非構造化データ（テキストデータ）  「情報科学と情報倫理」（第10回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第２回）

・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ 「情報科学と情報倫理」（第９回、第１４回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第２回）

・ビッグデータとオープンデータ 「情報科学と情報倫理」（第９回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第２回）

・生体情報データ 「情報科学と情報倫理」（第1４回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第２回）

さまざまな領域でデータ・AIが活用されていることを知る

・データ・AI活用の広がり（行政と統計とデータサイエンス） 「情報科学と情報倫理」（第１３回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第６回）

・データ・AI活用の広がり（投資とリスクのデータサイエンス）  「情報科学と情報倫理」（第1４回）「データサイエンスの理解と応用」（第１４回）

・データ・AI活用の広がり（医療） 「情報科学と情報倫理」（第1４回）「データサイエンスの理解と応用」（第１３回）

・データ・AI活用の広がり（医薬品開発）  「情報科学と情報倫理」（第1４回）「データサイエンスの理解と応用」（第１２回）

・機械学習の展開  「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第６回）

（２）「社会で活用されて

いるデータ」や「データ

の活用領域」は非常に

広範囲であって、日常

生活や社会の課題を

解決する有用なツール

になり得るもの

（３）様々なデータ利活

用の現場におけるデー

タ利活用事例が示さ

れ、様々な適用領域

（流通、製造、金融、

サービス、インフラ、公

共、ヘルスケア等）の

知見と組み合わせるこ

とで価値を創出するも

の

（４）活用に当たっての

様々な留意事項

（ELSI、個人情報、デー

タ倫理、ＡＩ社会原則

等）を考慮し、情報セ

キュリティや情報漏洩

等、データを守る上で

の留意事項への理解

をする

データ・AIを活用するために使われている技術の概要を知る

・データ解析（クラスタリング、ワードクラウド） 「情報科学と情報倫理」（第１０回）「データサイエンスの理解と応用」（第１～６回）

・データ可視化（ワードクラウド） 「情報科学と情報倫理」（第１０回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第６回）

・非構造化データ処理（テキストマイニング、言語処理） 「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第６回）

・特化型AI（教師あり学習）、今のAIでできることできないこと（生成AIを例に） 「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」

（第７回）

・推論技術、モデル検査技術「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第７回）

・シミュレーション（マルチスケールモデリング）「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第７回）

・ベイズ推論を用いた予測 「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第７回）

・機械学習、AI最新動向「情報科学と情報倫理」（第1１回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第１４回）

データ・AIを活用することによって、どのような価値が生まれているかを知る

・ AI技術の利活用事例（自動走行車）「情報科学と情報倫理」（第1２回）

・AI技術の利活用事例（教育）「データサイエンスの理解と応用」（第９回）

・AI技術の利活用事例（金融）「データサイエンスの理解と応用」（第１４回）

・データ解析・活用のプロセス 「情報科学と情報倫理」（第1２回）AI時代のデータサイエンスと倫理（第６回）

・ AI技術の利活用事例（流行予測、疾病マップ）「情報科学と情報倫理」（第1２回）

・ヘルスケア等におけるデータ・AIの活用事例 「情報科学と情報倫理」（第1２回）AI時代のデータサイエンスと倫理（第1４回）、情報リテラシー（第13

回、第14回）データサイエンスの理解と応用（第１１，１２，１３回）

データ・AIを利活用する上で知っておくべきこと

・AI社会原則（人間中心判断）、データバイアス、データ倫理   「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第８回）

・AIサービスの責任論（LLMの影響）、AIの負の事例（AIブラックボックス性）、データバイアス、AIの限界  「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代

のデータサイエンスと倫理」（第８回）

・個人情報保護  「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第１３回）

・プライバシーとコンテンツの保護   「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第１３回）

・情報倫理  「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第１３回）

データを守る上で知っておくべきこと

・セキュリティ関連法規、 情報セキュリティ「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第９、１０回）

・セキュリティ事故（脅威と脆弱性） 「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第９、１０回）

・暗号化技術 「情報科学と情報倫理」（第1２回）、「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第１１、１２回）
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2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

現代社会における数理・データサイエンス・AIの必要性を理解し、その基盤となる基礎知識、技術から実際の活用事例までを理解す

る。その過程においては、データを扱うための汎用的な技能、データの扱いに関する法律やモラルといった倫理観についても身に付け

る。

（５）実データ・実課題

（学術データ等を含む）

を用いた演習など、社

会での実例を題材とし

て、「データを読む、説

明する、扱う」といった

数理・データサイエン

ス・ＡＩの基本的な活用

法に関するもの

データを適切に読み解く力を養う

・クロス集計 「情報リテラシー」（第１回～第６回）「データサイエンスの理解と応用」（第３回）、 「情報科学演習」（第１～５回）「ビジネスソフトウエアの

基礎と応用」（第３回）

・基本統計量(最大値、最小値)、 相関分析「情報リテラシー」（第１回～第６回）「データサイエンスの理解と応用」（第２回）

・基本統計量(平均、分散)、 データ分布「情報リテラシー」（第１回～第６回）「データサイエンスの理解と応用」（第２回）

・統計情報の正しい理解（データ分析のビジネス上での重要性）、「データサイエンスの理解と応用」（第１回～第１４回）

データを適切に説明する力を養う

・データの比較（研究デザイン） 「情報リテラシー」（第１回～第６回）「データサイエンスの理解と応用」（第１回～第１４回）、 「情報科学演習」（第１～

 ５回）「ビジネスソフトウエアの基礎と応用」（第３回）

・Rによるデータ分析概説(データの表現、可視化) 「情報科学と情報倫理」（第1２回）「AI時代のデータサイエンスと倫理」（第６回）

・Rによる回帰分析、検定 「情報科学と情報倫理」（第1２回）「データサイエンスの理解と応用」（第５回）

データを扱うための力を養う

・データの集計、並び替え、データ解析ツール 「情報リテラシー」（第１回～第６回）「ビジネスソフトウエアの基礎と応用」（第３回）、「データサイエン

スの理解と応用」（第１回～第６回）
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学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ 実務経験 独自

薬学英語 英語リーディング・ライティングＡ 1.5 1年前期 ○ ○

英語リーディング・ライティングＢ 1.5 1年後期 ○ ○

英語リスニング・スピーキング 1.5 1年前期 ○ ○

英語プレゼンテーション 1 1年後期 ○ ○

医療・薬学英語ⅠＡ 1.5 2年前期 ○ ○

医療・薬学英語ⅠＢ 1.5 2年後期 ○ ○

医療・薬学英語ⅡＡ 1 3年前期 ○ ○

医療・薬学英語ⅡＢ 1 3年後期 ○ ○

医療・薬学英語Ⅲ 0.5 4年前期 ○ ○

薬学専門教育科目　（169.5単位）

学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ 実務経験 独自

社会と薬学 薬学の心構えⅠ 1 1年前期 ○ ○ △ △ ●

薬学の心構えⅡ 1.5 2年前期 ○

薬剤師のキャリアデザイン 0.5 2年後期 ○ ○ △ △ ○

ファーマシューティカルコミュニケーション 1.5 3年前期 ○ ○ ●

医療人としての薬剤師 1.5 4年前期 ○ ●

社会と薬学Ⅰ 1.5 3年後期 ○

社会と薬学Ⅱ 1.5 4年前期 ○ ●

情報科学演習　(2年生) 0.5 1年前期 ○ ○

情報科学と情報倫理　(2年生) 1.5 1年後期 ○

ビジネスソフトウエアの基礎と応用　(1年生) 0.5 1年前期 ○ ○

AI時代のデータサイエンスと倫理　(1年生) 1.5 1年後期 ○

データサイエンスの理解と応用 1.5 2年後期 ○ ○

データサイエンスと医療(仮) 1.5 3年前期 ○

バイオスタティスティクス 1.5 4年前期 ○ ●

物理系薬学 薬学基礎の数学・物理学 1.5 1年前期 ○ ○

物理化学Ⅰ 1.5 1年後期 ○ ○

物理化学Ⅱ 1.5 2年前期 ○ ○ ○

分析化学Ⅰ 1.5 1年後期 ○ ○

分析化学Ⅱ 1.5 2年前期 ○ ○

臨床分析の基礎と応用 1.5 2年後期 ○ ○

製剤化のサイエンスⅠ 1.5 3年前期 ○ ○

製剤化のサイエンスⅡ 1.5 3年後期 ○ ○

医薬品開発と生産のながれ 1.5 4年前期 ○ ○

化学系薬学 薬学基礎の化学・生物学 1.5 1年前期 ○ ○

有機化学Ⅰ 1.5 1年前期 ○ ○

有機化学Ⅱ 1.5 1年後期 ○ ○

有機化学Ⅲ 1.5 2年前期 △ ○ △

有機化学Ⅳ 1.5 2年後期 ○ ○

天然資源Ⅰ 1.5 1年前期 △ ○ ○

天然資源Ⅱ 1.5 3年前期 ○

生物有機化学 1.5 3年後期 ○

創薬化学 1.5 4年前期 ○

生物系薬学 生化学Ⅰ 1.5 1年前期 ○

生化学Ⅱ 1.5 1年後期 ○ ○

機能形態学Ⅰ 1.5 1年前期 △ ○ ○

機能形態学Ⅱ 1.5 1年後期 ○ ○

微生物学 1.5 2年前期 △ ○ △

細胞生物学 1.5 2年前期 ○ ○

免疫学 1.5 2年後期 ○

分子生物学 1.5 3年前期 ○

衛生薬学導入科目 0.5 2年前期 ○ ○

衛生学Ⅰ 1.5 2年後期 ○ ○

衛生学Ⅱ 1.5 3年前期 ○

衛生学Ⅲ 1.5 3年後期 ○
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学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ 実務経験 独自

医療薬学 医療薬学導入科目 0.5 1年前期 ○ ●

薬理学Ⅰ 1.5 1年後期 ○ ○

薬理学Ⅱ 1.5 2年前期 ○ ○

患者・医薬品情報 1.5 2年前期 ○ ○ ○ ●

薬物動態Ⅰ 1.5 2年後期 ○ ○

薬物動態Ⅱ 1.5 3年前期 ○

薬物治療Ⅰ 1.5 2年後期 ○

薬物治療Ⅱ 1.5 3年前期 ○

薬物治療Ⅲ 1.5 3年前期 ○

薬物治療Ⅳ 1.5 3年後期 ○

薬物治療Ⅴ 1.5 3年後期 ○

薬物治療の個別化・最適化 1.5 4年前期 ○

疾患・有害事象の症候 1.5 4年前期 ○

薬物治療演習Ⅰ 0.5 3年後期 ○ ●

薬物治療演習Ⅱ 0.5 4年前期 ○ ●

臨床薬学 臨床薬学導入科目 0.5 1年前期 ○ ○ ○ ○ ●

医療と健康を支える薬剤師 1 3年後期 ○ ●

チーム医療 1 4年前期 ○ ●

実践実務の薬物治療 1 4年前期 ○ ●

臨床実習 早期臨床体験学習 (1.5) 1～2年 ○ ○ ●

実務実習事前学習 (7.5) 4年後期 ○ ●

薬局実務実習 (10) 5年 ○ ●

病院実務実習 (10) 5年 ○ ●

薬学研究 研究入門 1 1年前期 ○ ○ ○

研究倫理 1.5 1年後期 ○

研究の現場 １ 2年前期 ○ ○

薬学実習 物理系実習Ⅰ (1) 1年 ○ ○ ○

物理系実習Ⅱ (1) 2年前期 ○ ○ ○

化学系実習Ⅰ (1) 1年 ○ ○ ○

化学系実習Ⅱ (1) 2年前期 ○ ○

生物系実習Ⅰ (1) 1年 ○ ○ ○

生物系実習Ⅱ (1) 2年前期 ○ ○

生物系実習Ⅲ (1) 2年後期 ○ ○ ○

薬学研究実践実習 (13) 3～4年 ○ ○

薬学演習 サイエンスベースで考えるくすり学　※選択科目 0.5 1年後期 ○ ○ ○

基礎薬学演習 2 2年後期 ○ ○ ○

総合薬学演習ⅠA 0.5 4年前期 ○ ○

総合薬学演習ⅠB 2.5 4年後期 ○ ○

総合薬学演習Ⅱ 6 6年後期 ○ ○

アドバンスト・コース アドバンスト実務実習(病院) (9) 5～6年 ○ ● ○

アドバンスト実務実習(薬局) (3～9) 5～6年 ○ ● ○

海外実務研修 (3) 5～6年 ○ ● ○

海外応用研修 (3) 5～6年 ○ ○

応用研究 (4) 5～6年 ○ ○

研究指導力育成実習 (1) 5～6年 ○ ○ ○

専門薬剤師特論Ⅰ 0.5 6年 ○ ● ○

専門薬剤師特論Ⅱ 0.5 6年 ○ ● ○

専門薬剤師特論Ⅲ 0.5 6年 ○ ● ○

専門薬剤師特論Ⅳ 0.5 6年 ○ ● ○

在宅医療 0.5 6年 ○ ● ○

臨床栄養学 0.5 6年 ○ ○

救命救急・災害医療 0.5 6年 ○ ● ○

医療現場におけるヒューマンエラー 0.5 6年 ○ ○

医療倫理学 0.5 6年 ○ ○

緩和医療薬学 0.5 6年 ○ ○

臨床研究・統計 0.5 6年 ○ ○

治験 0.5 6年 ○ ● ○



学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ 実務経験 独自

医薬品製造学 0.5 6年 ○ ○

医療保険概論 0.5 6年 ○ ● ○

食品学特論 0.5 6年 ○ ○

司法と薬学 0.5 6年 ○ ● ○

国際基準の英語（TOEFL対策） 0.5 6年 ○ ○

ファーマシストのための実践英会話 0.5 6年 ○ ○

薬事と行政 0.5 6年 ○ ○

衛生学特論 0.5 6年 ○ ○

応用免疫学 0.5 6年 ○ ○

リーダーシップ学 0.5 6年 ○ ○

ステップアップ・プレゼンテーション 0.5 6年 ○ ○

医薬品等に関わる規制調和と国際標準 0.5 6年 ○ ○

医薬品開発戦略論 0.5 6年 ○ ● ○

医薬品評価レギュラトリーサイエンス 0.5 6年 ○ ● ○

放射線応用学 0.5 6年 ○ ○

ゲノム薬理への道 0.5 5年 ○ ○ ○ ○

実用数学A 0.5 5年 ○ ○

実用数学B 0.5 5年 ○ ○

環境衛生学 0.5 5年 ○ ○

アカデミック・ライティング 0.5 5年 ○ ○

臨床漢方治療学 0.5 5年 ○ ● ○

構造解析学A 0.5 5年 ○ ○

構造解析学B 0.5 5年 ○ ○

一般統計 0.5 5年 ○ ○

一般薬理学 0.5 5年 ○ ○

実践薬剤学 0.5 5年 ○ ○

栄養と保健衛生 0.5 5年 ○ ○

創薬を支える物理化学 0.5 6年 ○ ○

薬剤師への有機化学 1 6年 ○ ○

生物学特講Ⅰ 0.5 6年 ○ ○

生物学特講Ⅱ 1 6年 ○ ○

食生活と保健衛生 0.5 6年 ○ ○

薬理学の基礎と呼吸器疾患 1 6年 ○ ○

消化器・代謝系疾患集中講義 0.5 6年 ○ ○

知覚・脳神経特論 0.5 6年 ○ ○

循環器系・内分泌系集中講義 1 6年 ○ ○

臨床を支える薬剤学 1 6年 ○ ○

日本社会の医療と法 0.5 6年 ○ ○

薬学特別演習 2 6年 ○ ○

特別実習 医療薬学特別実習 （16） 5～6年 ○
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ン

ス
と

医
療

(仮
)

▶
医

療
・薬

学
英

語
Ⅱ

Ａ

▶
医

療
・薬

学
英

語
Ⅱ

Ｂ

▶
人

と
文

化
Ｄ

▶
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

理
解

と
応

用
▶

医
療

・薬
学

英
語

Ⅰ
Ａ

▶
医

療
・薬

学
英

語
Ⅰ

Ｂ

▶
人

と
文

化
Ｂ

▶
人

と
文

化
Ｃ

▶
A
I時

代
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

と
倫

理
▶

英
語

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
・

ラ
イ

テ
ィ
ン

グ
Ｂ

▶
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

▶
人

と
文

化
Ａ

▶
チ

ー
ム

医
療

▶
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

▶
早

期
臨

床
体

験
学

習

▶
薬

物
治

療
の

個
別

化
・最

適
化

▶
疾

患
・有

害
事

象
の

症
候

▶
薬

物
治

療
演

習
Ⅱ

▶
薬

理
学

Ⅱ

▶
患

者
・医

薬
品

情
報

▶
薬

物
動

態
Ⅰ

▶
薬

物
治

療
Ⅰ

▶
医

療
と

健
康

を
支

え
る

薬
剤

師

▶
薬

物
動

態
Ⅱ

▶
薬

物
治

療
Ⅱ

▶
薬

物
治

療
Ⅲ

▶
薬

物
治

療
Ⅳ

▶
薬

物
治

療
Ⅴ

▶
薬

物
治

療
演

習
Ⅰ

▶
薬

学
研

究
実

践
実

習

▶
医

薬
品

開
発

と
生

産
の

な
が

れ
▶

創
薬

化
学

▶
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ

▶
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ

▶
天

然
資

源
Ⅱ

▶
生

物
有

機
化

学

▶
分

子
生

物
学

▶
社

会
と
薬
学

Ⅱ

▶
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

▶
薬

剤
師

の
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン

▶
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

▶
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
▶

医
療

・薬
学

英
語

Ⅲ

ス テ ー ジ � ・ 薬 の 専 門 家 へ

F
.臨

床
薬

学
D

.医
療

薬
学

G
.薬

学
研

究
E
.衛

生
薬

学
C

.基
礎

薬
学

B
.社

会
と

薬
学

基
盤

情
報

科
学

薬
学

英
語

人
と

文
化

情
報

処
理

力
理

　
論

実
　

践
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

語
学

知
識

・

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム

ス テ ー ジ � ・ 基 盤 強 化ス テ ー ジ � ・ 飛 躍 準 備

� ・ � 年 � 年 � 年 � 年 � 年

▶
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

▶
一

般
薬

理
学

▶
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ

（緩
和

医
療

）

▶
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅱ

（が
ん

）

▶
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ

（精
神

疾
患

）

▶
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅳ

（生
活

習
慣

病
）

▶
救

命
救

急
・災

害
医

療

▶
薬

理
学

の
基

礎
と

呼
吸

器
疾

患

▶
緩

和
医

療
薬

学

▶
治

験

▶
循

環
器

系
・内

分
泌

系
集

中
講

義

▶
消

化
器

・代
謝

系
疾

患
集

中
講

義

▶
知

覚
・脳

神
経

特
論

▶
実

践
薬

剤
学

▶
在
宅
医
療

▶
臨
床
研
究
・統

計

▶
薬

学
特

別
演

習

▶
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（病

院
）

▶
ア
ド
バ
ン
ス
ト
実
務
実
習
（薬

局
）

▶
海

外
実

務
研

修

▶
海

外
応

用
研

修

▶
医

療
薬

学
特

別
実

習

▶
応

用
研

究

▶
研

究
指

導
力

育
成

実
習

▶
食

品
学

特
論

▶
衛

生
学

特
論

▶
環

境
衛

生
学

▶
栄

養
と

保
健

衛
生

▶
食

生
活

と
保

健
衛

生

▶
臨

床
栄

養
学

▶
医

薬
品

製
造

学

▶
医

薬
品

等
に

関
わ

る
規

制
調

和
と

国
際

標
準

▶
医

薬
品

開
発

戦
略

論

▶
放

射
線

応
用

学

▶
構

造
解

析
学

A

▶
構

造
解

析
学

B

▶
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

▶
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

▶
臨

床
漢

方
治

療
学

▶
生

物
学

特
講

Ⅰ

▶
生

物
学

特
講

Ⅱ

▶
応

用
免

疫
学

▶
医

薬
品

評
価

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー

サ
イ

エ
ン

ス

▶
医

療
保

険
概

論

▶
司

法
と

薬
学

▶
薬

事
と

行
政

▶
一

般
統

計

▶
日

本
社

会
の

医
療

と
法

▶
ゲ

ノ
ム

薬
理

へ
の

道

▶
医

療
現

場
に

お
け

る

ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

▶
医

療
倫

理
学

▶
国

際
基

準
の

英
語

（T
O

E
F
L
対

策
）

▶
フ

ァ
ー

マ
シ

ス
ト

の
た

め
の

実
践

英
会

話

▶
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

学

▶
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

▶
実

用
数

学
A

▶
実

用
数

学
B

▶
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・ラ

イ
テ

ィ
ン

グ

本
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

変
更

と
な

る
可

能
性

が
ご

ざ
い

ま
す

D
P
�

D
P
1

k-inaoka
エリアハイライト

k-inaoka
エリアハイライト

k-inaoka
エリアハイライト

k-inaoka
エリアハイライト



D
P
�　

薬
物

治
療

系
発

展
科

目
D

P
�　

発
展

実
習

D
P
�　

必
修

D
P
�　

選
択 D

P
�　

選
択

D
P
�

D
P
�　

創
薬

科
学

系
発

展
科

目
D

P
�　

行
政

系
発

展
科

目

創
薬

科
学

へ
の

展
開

行
政

へ
の

展
開

D
P
�

D
P
�　　

情
報

系
発

展
科

目
情

報
系

発
展

科
目

D
P
3

D
P
�

D
P
�　

教
養

系
発

展
科

目

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P
�

D
P

�
D

P
�

D
P

�
D

P
�

豊
か

な
生

活
を

送
る

た
め

の
文

化
や

自
然

に
関

す
る

知
識

と
、

生
命

・健
康

を
科

学
す

る
た

め

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

、
情

報
処

理
力

を
獲

得
す

る
。

薬
と

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

専
門

家
に

必
要

と
な

る
高

度
な

知
識

と
技

術
を

身
に

付
け

る
。

薬
と

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

専
門

家
と

し
て

活
躍

す
る

た
め

に
必

要
な

研
究

遂
行

能
力

と
課

題
発

見
・問

題
解

決
能

力
、

さ
ら

に
は

生
涯

に

わ
た

っ
て

主
体

的
に

学
習

し
よ

う
と

い
う

意
志

を
も

つ
。

薬
と

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

専

門
家

と
し

て
求

め
ら

れ

る
自

己
管

理
力

、
チ

ー

ム
ワ

ー
ク

力
、

倫
理

観
、

社
会

的
責

任
感

を

修
得

す
る

。

臨
床

へ
の

展
開

2
0
2
5
年
度
　
薬
学
科
　

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ツ
リ

ー
　
(2
年
生
)

▶
臨

床
薬

学
導

入
科

目
▶
医

療
薬

学
導

入
科

目

▶
薬

理
学

Ⅰ
▶
サ
イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
で
考
え
る
く

す
り
学

▶
総

合
薬

学
演

習
II

▶
薬

局
実
務
実
習

▶
病

院
実

務
実

習

▶
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

A
▶

総
合

薬
学

演
習
Ⅰ
B

▶
実

務
実

習
事

前
学

習

▶
基

礎
薬

学
演

習

▶
物

理
系

実
習

Ⅱ
▶

化
学

系
実

習
Ⅱ

▶
生

物
系

実
習

Ⅱ

▶
研

究
入

門

▶
衛

生
薬

学
導

入
科

目

▶
微

生
物

学

▶
衛

生
学

Ⅰ

▶
衛

生
学

Ⅱ

▶
衛

生
学

Ⅲ

▶
物

理
系

実
習

Ⅰ
▶

化
学

系
実

習
Ⅰ

▶
生

物
系

実
習

Ⅰ

▶
研

究
倫

理

▶
生
物
系
実
習

Ⅲ

▶
研

究
の

現
場

▶
薬

学
基
礎

の
数

学
・物

理
学

▶
薬

学
基
礎

の
化

学
・生

物
学

▶
物

理
化

学
Ⅰ

▶
分

析
化

学
Ⅰ

▶
有

機
化

学
Ⅰ

▶
有

機
化

学
Ⅱ

▶
天

然
資

源
Ⅰ

▶
生

化
学

Ⅰ

▶
生

化
学

Ⅱ

▶
機

能
形

態
学

Ⅰ

▶
機

能
形

態
学

Ⅱ

▶
物

理
化

学
Ⅱ

▶
分

析
化

学
Ⅱ

▶
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用

▶
有

機
化

学
Ⅲ

▶
有

機
化

学
Ⅳ

▶
細

胞
生

物
学

▶
免

疫
学

▶
薬

学
の

心
構

え
Ⅰ

▶
社

会
と
薬
学

Ⅰ

D
P
� 

D
P
�

▶
フ

ァ
ー

マ
シ

ュ
ー

テ
ィ

カ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

▶
情

報
科

学
演

習
▶

英
語

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
・

ラ
イ

テ
ィ
ン

グ
A

▶
英

語
リ

ス
ニ

ン
グ
・ス

ピ
ー

キ
ン

グ

▶
薬

学
人

と
し

て
の

教
養

▶
基

幹
教

育
演

習

▶
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
と

医
療

(仮
)

▶
医

療
・薬

学
英

語
Ⅱ

Ａ

▶
医

療
・薬

学
英

語
Ⅱ

Ｂ

▶
人

と
文

化
Ｄ

▶
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

理
解

と
応

用
▶

医
療

・薬
学

英
語

Ⅰ
Ａ

▶
医

療
・薬

学
英

語
Ⅰ

Ｂ

▶
人

と
文

化
Ｂ

▶
人

と
文

化
Ｃ

▶
情

報
科

学
と

情
報

倫
理

▶
英

語
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
・

ラ
イ

テ
ィ
ン

グ
Ｂ

▶
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

▶
人

と
文

化
Ａ

▶
チ

ー
ム

医
療

▶
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

▶
早

期
臨

床
体

験
学

習

▶
薬

物
治

療
の

個
別

化
・最

適
化

▶
疾

患
・有

害
事

象
の

症
候

▶
薬

物
治

療
演

習
Ⅱ

▶
薬

理
学

Ⅱ

▶
患

者
・医

薬
品

情
報

▶
薬

物
動

態
Ⅰ

▶
薬

物
治

療
Ⅰ

▶
医

療
と

健
康

を
支

え
る

薬
剤

師

▶
薬

物
動

態
Ⅱ

▶
薬

物
治

療
Ⅱ

▶
薬

物
治

療
Ⅲ

▶
薬

物
治

療
Ⅳ

▶
薬

物
治

療
Ⅴ

▶
薬

物
治

療
演

習
Ⅰ

▶
薬

学
研

究
実

践
実

習

▶
医

薬
品

開
発

と
生

産
の

な
が

れ
▶

創
薬

化
学

▶
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ

▶
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ

▶
天

然
資

源
Ⅱ

▶
生

物
有

機
化

学

▶
分

子
生

物
学

▶
社

会
と
薬
学

Ⅱ

▶
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

▶
薬

剤
師

の
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン

▶
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

▶
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
▶

医
療

・薬
学

英
語

Ⅲ

ス テ ー ジ � ・ 薬 の 専 門 家 へ

F
.臨

床
薬

学
D

.医
療

薬
学

G
.薬

学
研

究
E
.衛

生
薬

学
C

.基
礎

薬
学

B
.社

会
と

薬
学

基
盤

情
報

科
学

薬
学

英
語

人
と

文
化

情
報

処
理

力
理

　
論

実
　

践
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

語
学

知
識

・

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム

ス テ ー ジ � ・ 基 盤 強 化ス テ ー ジ � ・ 飛 躍 準 備

� ・ � 年 � 年 � 年 � 年 � 年

▶
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

▶
一

般
薬

理
学

▶
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ

（緩
和

医
療

）

▶
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅱ

（が
ん

）

▶
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ

（精
神

疾
患

）

▶
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅳ

（生
活

習
慣

病
）

▶
救

命
救

急
・災

害
医

療

▶
薬

理
学

の
基

礎
と

呼
吸

器
疾

患

▶
緩

和
医

療
薬

学

▶
治

験

▶
循

環
器

系
・内

分
泌

系
集

中
講

義

▶
消

化
器

・代
謝

系
疾

患
集

中
講

義

▶
知

覚
・脳

神
経

特
論

▶
実

践
薬

剤
学

▶
在
宅
医
療

▶
臨
床
研
究
・統

計

▶
薬

学
特

別
演

習

▶
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（病

院
）

▶
ア
ド
バ
ン
ス
ト
実
務
実
習
（薬

局
）

▶
海

外
実

務
研

修

▶
海

外
応

用
研

修

▶
医

療
薬

学
特

別
実

習

▶
応

用
研

究

▶
研

究
指

導
力

育
成

実
習

▶
食

品
学

特
論

▶
衛

生
学

特
論

▶
環

境
衛

生
学

▶
栄

養
と

保
健

衛
生

▶
食

生
活

と
保

健
衛

生

▶
臨

床
栄

養
学

▶
医

薬
品

製
造

学

▶
医

薬
品

等
に

関
わ

る
規

制
調

和
と

国
際

標
準

▶
医

薬
品

開
発

戦
略

論

▶
放

射
線

応
用

学

▶
構

造
解

析
学

A

▶
構

造
解

析
学

B

▶
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

▶
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

▶
臨

床
漢

方
治

療
学

▶
生

物
学

特
講

Ⅰ

▶
生

物
学

特
講

Ⅱ

▶
応

用
免

疫
学

▶
医

薬
品

評
価

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー

サ
イ

エ
ン

ス

▶
医

療
保

険
概

論

▶
司

法
と

薬
学

▶
薬

事
と

行
政

▶
一

般
統

計

▶
日

本
社

会
の

医
療

と
法

▶
ゲ

ノ
ム

薬
理

へ
の

道

▶
医

療
現

場
に

お
け

る

ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

▶
医

療
倫

理
学

▶
国

際
基

準
の

英
語

（T
O

E
F
L
対

策
）

▶
フ

ァ
ー

マ
シ

ス
ト

の
た

め
の

実
践

英
会

話

▶
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

学

▶
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

▶
実

用
数

学
A

▶
実

用
数

学
B

▶
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・ラ

イ
テ

ィ
ン

グ

本
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

変
更

と
な

る
可

能
性

が
ご

ざ
い

ま
す

D
P
�

D
P
1

k-inaoka
エリアハイライト

k-inaoka
エリアハイライト

k-inaoka
エリアハイライト

k-inaoka
エリアハイライト



※
選

択
必

修
科

目
（
選

必
）

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ナ
ン

バ
ー

各
科

目
の

ナ
ン

バ
ー

リ
ン

グ
は

、
『
分

類
記

号
－

開
講

学
年

－
段

階
記

号
－

通
し

番
号

（
学

年
別

）
』
　

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

＊
選

択
科

目
（
選

択
）

段
階

を
踏

ん
で

学
べ

る
よ

う
に

科
目

を
配

置
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

参
考

に
し

て
く
だ

さ
い

。

分
類

記
号

G
E

（
G

en
er

al
 E

du
ca

tio
n）

：
 教

養
系

教
育

科
目

段
階

記
号

ⅰ
：
 導

入
（
基

礎
的

な
科

目
）

LA
（
La

ng
ua

ge
）

：
 語

学
教

育
科

目
PH

（
Ph

ys
ic

s）
：
 物

理
系

薬
学

科
目

ⅱ
：
 展

開
（
基

礎
科

目
を

受
け

て
開

講
す

る
科

目
）

C
H

（
C

he
m

is
tr

y）
：
 化

学
系

薬
学

科
目

B
I

（
B

io
lo

gy
）

：
 生

物
系

薬
学

科
目

ⅲ
：
 先

進
（
そ

の
分

類
に

お
け

る
発

展
的

な
科

目
）

C
O

（
Ph

ar
m

ac
ol

og
y）

：
 薬

理
系

薬
学

科
目

PC
（
Ph

ar
m

ac
eu

tic
s）

：
 薬

剤
系

薬
学

科
目

C
L

（
C

lin
ic

al
 P

ha
rm

ac
y）

：
 臨

床
系

薬
学

科
目

C
P

（
C

om
pr

eh
en

si
ve

 P
ha

rm
ac

y）
：
 薬

学
全

般
科

目
（
複

数
分

類
に

ま
た

が
る

科
目

を
含

む
）

詳
細

欄
参

照
※

Ｃ
医

療
社

会
論

　
他

9
単

位

LA
-1

-ⅰ
-0

1
LA

-2
-ⅱ

-0
3

医
療

・
薬

学
英

語
Ⅰ

Ａ
LA

-3
-ⅲ

-0
1

医
療

・
薬

学
英

語
Ⅱ

Ａ

LA
-1

-ⅰ
-0

2
LA

-2
-ⅱ

-0
4

医
療

・
薬

学
英

語
Ⅰ

Ｂ
LA

-3
-ⅲ

-0
2

医
療

・
薬

学
英

語
Ⅱ

Ｂ

LA
-1

-ⅰ
-0

3
LA

-1
-ⅰ

-0
4

1
2
単

位

情
報

科
学

と
情

報
倫

理
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

情
報

科
学

演
習

3
.5

単
位

C
P-

1-
ⅰ

-0
1

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
C

P-
3-

ⅱ
-0

1
C

P-
4-

ⅲ
-0

1
C

P-
1-

ⅰ
-0

2
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

C
P-

3-
ⅱ

-0
2

薬
学

と
社

会
Ⅰ

C
P-

4-
ⅲ

-0
2

薬
学

と
社

会
Ⅱ

8
.5

単
位

PH
-1

-ⅰ
-0

1
数

学
PH

-2
-ⅱ

-0
1

物
理

化
学

Ⅱ
PC

-3
-ⅰ

-0
1

C
L-

4-
ⅲ

-0
1

PH
-1

-ⅰ
-0

2
物

理
学

PH
-2

-ⅱ
-0

2
分

析
化

学
Ⅱ

PC
-3

-ⅱ
-0

1
PC

-4
-ⅲ

-0
1

PH
-1

-ⅰ
-0

3
物

理
化

学
Ⅰ

PH
-2

-ⅲ
-0

3
PH

-1
-ⅰ

-0
4

分
析

化
学

Ⅰ

1
6
.5

単
位

C
H

-1
-ⅰ

-0
1

化
学

C
H

-2
-ⅱ

-0
1

有
機

化
学

Ⅲ
Ａ

C
H

-3
-ⅲ

-0
1

天
然

資
源

Ⅱ
C

H
-4

-ⅲ
-0

1
創

薬
化

学

C
H

-1
-ⅰ

-0
2

有
機

化
学

Ⅰ
C

H
-2

-ⅱ
-0

2
有

機
化

学
Ⅲ

Ｂ
C

H
-3

-ⅲ
-0

2
生

物
有

機
化

学

C
H

-1
-ⅰ

-0
4

有
機

化
学

Ⅱ
Ｂ

C
H

-1
-ⅰ

-0
5

天
然

資
源

Ⅰ

1
5
単

位

B
I-

1-
ⅰ

-0
5

生
物

学
B

I-
2-

ⅱ
-0

1
微

生
物

学
B

I-
3-

ⅲ
-0

1
分

子
生

物
学

B
I-

4-
ⅲ

-0
1

衛
生

学
Ⅲ

B
I-

1-
ⅰ

-0
1

生
化

学
Ⅰ

B
I-

2-
ⅱ

-0
2

細
胞

生
物

学
B

I-
3-

ⅲ
-0

2
衛

生
学

Ⅰ

B
I-

1-
ⅰ

-0
3

機
能

形
態

学
Ⅰ

B
I-

1-
ⅰ

-0
4

機
能

形
態

学
Ⅱ

1
8
単

位

C
O

-2
-ⅰ

-0
1

薬
理

学
Ⅰ

PC
-3

-ⅱ
-0

1
薬

物
動

態
Ⅱ

C
L-

4-
ⅲ

-0
2

C
O

-2
-ⅱ

-0
1

薬
理

学
Ⅱ

C
L-

3-
ⅱ

-0
1

C
L-

4-
ⅲ

-0
3

PC
-2

-ⅰ
-0

1
薬

物
動

態
Ⅰ

C
L-

3-
ⅱ

-0
3

薬
物

治
療

Ⅳ

C
L-

2-
ⅰ

-0
2

薬
物

治
療

Ⅰ
C

L-
3-

ⅱ
-0

4
薬

物
治

療
Ⅴ

1
8
単

位

2
0
2
5
年

度
　

薬
学

科
（
６

年
制

）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ッ
プ

(3
～

5
年

生
用

)
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

　
１

８
８

単
位

１
　

年
　

次
２

　
年

　
次

３
　

年
　

次
４

　
年

　
次

５
　

年
　

次
６

　
年

　
次

学
 科

 目

人
と

文
化

G
E

-1
-ⅰ

-0
1

薬
学

人
と

し
て

の
教

養
入

門
詳

細
欄

参
照

※
Ｂ

日
本

の
伝

統
文

化
と

医
療

　
他

詳
細

欄
参

照
※

Ｄ
ロ

ジ
カ

ル
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
 他

薬
学

英
語

英
語

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
Ａ

英
語

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
Ｂ

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

Ａ

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

Ｂ

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

フ
ァ

ー
マ

シ
ュ

ー
テ

ィ
カ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

詳
細

欄
参

照
※

Ｅ
外

国
か

ら
み

た
日

本
　

他
※

Ａ
欧

州
の

言
語

と
風

土
　

他

情
報

科
学

G
E

-1
-ⅰ

-1
0

G
E

-3
-ⅱ

-0
1

G
E

-1
-ⅰ

-1
1

薬
学

と
社

会

物
理

系
薬

学

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

化
学

系
薬

学
C

H
-1

-ⅰ
-0

3
有

機
化

学
Ⅱ

Ａ

生
物

系
薬

学
B

I-
1-

ⅰ
-0

2
生

化
学

Ⅱ
B

I-
3-

ⅲ
-0

3
衛

生
学

Ⅱ

医
療

薬
学

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

薬
物

治
療

Ⅱ
疾

患
・
有

害
事

象
の

症
候

C
L-

2-
ⅰ

-0
1

患
者

・
医

薬
品

情
報

C
L-

3-
ⅱ

-0
2

B
I-

2-
ⅱ

-0
3

免
疫

学

薬
物

治
療

Ⅲ

k-inaoka
エリアハイライト

k-inaoka
エリアハイライト

k-inaoka
エリアハイライト

k-inaoka
テキスト
←2025年度の3年生のため、開講


k-inaoka
テキスト



C
P-

1-
ⅰ

-0
3

C
P-

2-
ⅱ

-0
1

研
究

倫
理

C
P-

2-
ⅱ

-0
2

研
究

の
現

場

3
.5

単
位

物
理

系
実

習
Ⅰ

PH
-2

-ⅱ
-0

3
物

理
系

実
習

Ⅱ
C

P-
3-

ⅲ
-0

4
薬

学
研

究
実

践
実

習

化
学

系
実

習
Ⅰ

C
H

-2
-ⅱ

-0
３

化
学

系
実

習
Ⅱ

B
I-

1-
ⅰ

-0
5

生
物

系
実

習
Ⅰ

B
I-

2-
ⅱ

-0
4

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

2
0
単

位

C
P-

1-
ⅰ

-0
5

＊
基

幹
教

育
演

習
C

P-
2-

ⅰ
-0

3
基

礎
薬

学
演

習
C

P-
4-

ⅱ
-0

1
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

C
P-

6-
ⅲ

-0
1

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

1
1
単

位

1
3
.5

単
位

C
P-

4-
ⅱ

-0
3

C
P-

5-
ⅲ

-0
2

薬
局

実
務

実
習

C
P-

4-
ⅱ

-0
4

事
前

学
習

Ⅱ
C

P-
5-

ⅲ
-0

3
病

院
実

務
実

習

2
9
.5

単
位

1
0
単

位

『
人

と
文

化
』
科

目
の

詳
細

『
ア

ド
バ

ン
ス

ト
・
コ

ー
ス

』
の

詳
細

G
E

-1
-ⅰ

-0
2

※
Ａ

欧
州

の
言

語
と

風
土

G
E

-2
-ⅰ

-1
2

※
Ｃ

法
学

ゼ
ミ
ナ

ー
ル

C
P-

5-
ⅲ

-0
2

＊
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
(病

院
)

LA
-5

-ⅲ
-0

1
C

P-
5-

ⅲ
-1

3
＊

一
般

統
計

G
E

-1
-ⅰ

-0
3

※
Ａ

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

概
論

G
E

-2
-ⅰ

-1
3

※
Ｃ

心
の

科
学

C
P-

5-
ⅲ

-0
3

＊
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
(薬

局
)

LA
-5

-ⅲ
-0

2
C

P-
5-

ⅲ
-1

6
＊

実
践

統
計

学

G
E

-1
-ⅰ

-1
4

※
Ａ

倫
理

学
概

論
G

E
-2

-ⅰ
-1

4
※

Ｃ
ス

ポ
ー

ツ
科

学
C

P-
5-

ⅲ
-0

4
＊

海
外

実
務

研
修

G
E

-5
-ⅲ

-0
2

＊
薬

事
と

行
政

C
O

-5
-ⅲ

-0
1

＊
一

般
薬

理
学

G
E

-1
-ⅰ

-1
5

※
Ａ

西
洋

文
明

の
形

成
と

展
開

G
E

-2
-ⅰ

-1
5

※
Ｃ

生
活

環
境

と
科

学
C

P-
5-

ⅲ
-0

5
＊

海
外

応
用

研
修

B
I-

5-
ⅲ

-0
2

＊
衛

生
学

特
論

PC
-5

-ⅲ
-0

2
＊

実
践

薬
剤

学

G
E

-1
-ⅰ

-0
6

※
Ａ

政
治

と
医

療
G

E
-2

-ⅰ
-1

6
C

P-
5-

ⅲ
-0

6
＊

応
用

研
究

B
I-

5-
ⅲ

-0
3

＊
応

用
免

疫
学

B
I-

5-
ⅲ

-0
7

＊
栄

養
と

保
健

衛
生

G
E

-1
-ⅰ

-1
3

※
Ａ

医
療

心
理

学
G

E
-3

- ⅰ
-0

1
※

Ｄ
ロ

ジ
カ

ル
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
C

L-
6-

ⅲ
-0

1
＊

専
門

薬
剤

師
特

論
Ⅰ

G
E

-5
-ⅲ

-0
3

＊
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
学

C
P-

6-
ⅲ

-1
5

＊
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

G
E

-1
-ⅰ

-1
6

G
E

-3
-ⅰ

-0
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学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ ﾎﾟﾘｼｰ５ 実務経験 独自

医療・薬学英語ⅠＡ 1.5 2年前期 △ ○ ○

医療・薬学英語ⅠＢ 1.5 2年後期 △ ○ ○

医療・薬学英語ⅡＡ 1.5 3年前期 △ ○ ○

医療・薬学英語ⅡＢ 1.5 3年後期 △ ○ ○

情報科学 情報科学と情報倫理 1.5 1年前期 ○ △

情報科学演習 0.5 1年後期 ○ △

情報リテラシー 1.5 3年前期 ○ ○ ○ △

薬学専門教育科目　（163.5単位）

学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ ﾎﾟﾘｼｰ５ 実務経験 独自

薬学と社会 薬学の心構えⅠ 1 1年前期 ○ △ △ △ ●

薬学の心構えⅡ 1.5 1年後期 ○ 〇

ファーマシューティカルコミュニケーション 1.5 3年前期 ○ ○ ●

医療人としての薬剤師 1.5 4年前期 ○ ○ ●

薬学と社会Ⅰ 1.5 3年後期 ○ ○

薬学と社会Ⅱ 1.5 4年前期 ○ ○ ●

物理系薬学 数学 1.5 1年前期 △ ○ △

物理学 1.5 1年前期 △ ○

物理化学Ⅰ 1.5 1年後期 ○ 〇

物理化学Ⅱ 1.5 2年前期 ○ 〇

分析化学Ⅰ 1.5 1年後期 ○

分析化学Ⅱ 1.5 2年前期 ○

臨床分析の基礎と応用 1.5 2年後期 ○ 〇

製剤化のサイエンスⅠ 1.5 3年前期 ○

製剤化のサイエンスⅡ 1.5 3年後期 ○

バイオスタティスティクス 1.5 4年前期 ○ ●

医薬品開発と生産のながれ 1.5 4年前期 ○

化学系薬学 化学 1.5 1年前期 ○

有機化学Ⅰ 1.5 1年前期 ○

有機化学ⅡＡ 1.5 1年後期 ○

有機化学ⅡＢ 1.5 1年後期 ○ △

有機化学ⅢＡ 1.5 2年前期 ○ ○

有機化学ⅢＢ 1.5 2年後期 ○

天然資源Ⅰ 1.5 1年前期 △ ○

天然資源Ⅱ 1.5 3年前期 ○

生物有機化学 1.5 3年後期 ○

創薬化学 1.5 4年前期 ○

生物系薬学 生物学 1.5 1年前期 〇 ○

生化学Ⅰ 1.5 1年前期 △ ○

生化学Ⅱ 1.5 1年後期 ○

機能形態学Ⅰ 1.5 1年前期 △ ○

機能形態学Ⅱ 1.5 1年後期 ○

微生物学 1.5 2年前期 ○

細胞生物学 1.5 2年前期 ○

免疫学 1.5 2年後期 ○

分子生物学 1.5 3年前期 ○

衛生学Ⅰ 1.5 3年前期 ○

衛生学Ⅱ 1.5 3年後期 ○

衛生学Ⅲ 1.5 4年前期 ○

医療薬学 薬理学Ⅰ 1.5 2年前期 ○

薬理学Ⅱ 1.5 2年後期 ○

患者・医薬品情報 1.5 2年前期 ○ 〇 ●

薬物動態Ⅰ 1.5 2年後期 ○

薬物動態Ⅱ 1.5 3年前期 ○

薬物治療Ⅰ 1.5 2年後期 ○

薬物治療Ⅱ 1.5 3年前期 ○

薬物治療Ⅲ 1.5 3年前期 ○

薬物治療Ⅳ 1.5 3年後期 ○

薬物治療Ⅴ 1.5 3年後期 ○

薬物治療の個別化・最適化 1.5 4年前期 ○

疾患・有害事象の症候 1.5 4年前期 ○
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学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ ﾎﾟﾘｼｰ５ 実務経験 独自

薬学研究 研究入門 1 1年後期 ○ △

研究倫理 1.5 2年前期 ○ △

研究の現場 １ 2年後期 ○ ○ ○

薬学演習 基幹教育演習　※選択科目 １ 1年前期 ○ ○

基礎薬学演習　＊① 2 2年後期 ○ ○

総合薬学演習Ⅰ 3 4年後期 ○ ○

総合薬学演習Ⅱ 6 6年後期 ○ ○

薬学実習 物理系実習Ⅰ (１) 1年後期 ○ ○

物理系実習Ⅱ (1) 2年前期 ○ ○

化学系実習Ⅰ (1) 1年後期 ○ ○

化学系実習Ⅱ (1) 2年前期 ○ ○

生物系実習Ⅰ (1) 1年後期 ○ ○

生物系実習Ⅱ (1) 2年前期 ○ ○

生物系実習Ⅲ (1) 2年後期 ○ ○

薬学研究実践実習 (13) 3～4年 ○ ○ △ ○ ○

アドバンスト・コース アドバンスト実務実習(病院) (9) 5～6年 ○ ○ ○ ● ○

アドバンスト実務実習(薬局) (3～9) 5～6年 ○ ○ ○ ● ○

海外実務研修 (3) 5～6年 ○ ○ ○ 〇 ● ○

海外応用研修 (3) 5～6年 ○ ○ ○ 〇 ○

応用研究 (4) 5～6年 ○ ○ ○

専門薬剤師特論Ⅰ 0.5 6年 ○ △ ● ○

専門薬剤師特論Ⅱ 0.5 6年 ○ △ ● ○

専門薬剤師特論Ⅲ 0.5 6年 ○ △ ● ○

専門薬剤師特論Ⅳ 0.5 6年 ○ △ ● ○

在宅医療 0.5 ○ ○ ○ ● ○

臨床栄養学 0.5 6年 ○ ○

救命救急・災害医療 0.5 6年 ○ ○ ● ○

チーム医療 1 6年 ○ ○ ○

医療現場におけるヒューマンエラー 0.5 6年 ○ ○ ○ ○

医療倫理学 0.5 6年 ○ ○ ○

緩和医療薬学 0.5 6年 ○ ○ ○ ○

臨床研究・統計 0.5 6年 ○ ○

治験 0.5 6年 ○ ● ○

医薬品製造学 0.5 5年 ○ ○

医療保険概論 0.5 6年 ○ ● ○

食品学特論 0.5 5年 ○ ○

司法と薬学 0.5 6年 ○ ● ○

国際基準の英語（TOEFL対策） 0.5 5年 ○ ○ ○

ファーマシストのための実践英会話 0.5 6年 ○ ○ ○ ○

薬事と行政 0.5 5年 ○ ○ ○

衛生学特論 0.5 5年 ○ ○

応用免疫学 0.5 5年 ○ ○

リーダーシップ学 0.5 6年 ○ ○ ○

ステップアップ・プレゼンテーション 0.5 6年 ○ ○ ○

医薬品等に関わる規制調和と国際標準 0.5 5年 ○ ○ ○

医薬品開発戦略論 0.5 6年 ○ ● ○

医薬品評価ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ 0.5 6年 ○ ● ○

実用数学A 0.5 5年 ○ ○

実用数学B 0.5 5年 ○ ○

環境衛生学 0.5 6年 ○ ○

応用分子生物学 0.5 ○ ○

アカデミック・ライティング 0.5 5年 △ ○ ○

健康食品概論 0.5 ○ ○

臨床漢方治験学 0.5 6年 ○ ● ○

放射線応用学 0.5 6年 〇 ○ 〇 ○

ゲノム情報を利用した創薬 0.5 6年 ○ ○

セルフメディケーション 0.5 5年 ○ ○

構造解析学A 0.5 5年 ○ ○

構造解析学B 0.5 5年 ○ ○

一般統計 0.5 5年 ○ ○

実践統計学 0.5 5年 ○ ○ ○

一般薬理学 0.5 5年 ○ ○



学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ ﾎﾟﾘｼｰ５ 実務経験 独自

実践薬剤学 0.5 5年 ○ ○ ○

栄養と保健衛生 0.5 5年 ○ ○

創薬を支える物理化学 0.5 6年 ○ ○

薬剤師への有機化学 1 6年 ○ 〇 ○

生物学特講Ⅰ 0.5 6年 ○ ○

生物学特講Ⅱ 1 6年 ○ ○

食生活と保健衛生 0.5 6年 ○ ○

薬理学の基礎と呼吸器疾患 1 6年 ○ ○

消化器・代謝系疾患集中講義 0.5 6年 ○ ○

知覚・脳神経特論 0.5 6年 ○ ○

循環器系・内分泌系集中講義 1 6年 ○ ○

臨床を支える薬剤学 1 6年 ○ ○

日本社会の医療と法 0.5 6年 〇 ○ ○

実践実務の薬物治療 1 6年 ○ ○

薬学特別演習 2 6年 ○ ○

実務実習 早期臨床体験学習 1.5 1～2年 ○ △ ●

事前学習Ⅰ(薬物治療演習) (0.5) 4年後期 ○ ○ ○ ○ ●

事前学習Ⅱ (7.5) 4年後期 ○ ○ ○ ○ ●

薬局実務実習 (10) 5年前期 ○ ○ ○ ●

病院実務実習 (10) 5年前期 ○ ○ ○ ●

特別実習 医療薬学特別実習 （10） 5～6年 ○ ○ △ ○

＊①　3～5年生対象
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取
組

概
要

星
薬
科
大
学

大
学

等
名

HO
SH

I 数
理

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

AI
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

リ
テ

ラ
シ

ー
レ

ベ
ル

申
請

レ
ベ

ル
令

和
７

年
度

申
請

年
度

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

AI
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

認
定

制
度

申
請

用

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

全
学

の
学

生
に

対
し

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
と

AI
に

関
す

る
基

礎
的

な
リ

テ
ラ

シ
ー

を
修

得
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

薬
学

分
野

に
お

い
て

も
、

デ
ー

タ
を

的
確

に
読

み
取

り
活

用
で

き
る

能
力

を
育

成
し

ま
す

。
ま

た
、

情
報

倫
理

や
AI

の
仕

組
み

に
関

す
る

理
解

を
深

め
、

社
会

的
責

任
を

伴
う

判
断

力
を

養
い

ま
す

。

学
修
成
果

学
生

は
、

デ
ー

タ
の

基
本

的
な

扱
い

方
や

可
視

化
、

簡
単

な
分

析
手

法
を

理
解

し
、

活
用

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
AI

の
基

本
的

な
概

念
や

活
用

例
を

理
解

し
、

情
報

の
信

頼
性

や
倫

理
的

側
面

に
も

配
慮

し
た

判
断

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

与
え

ら
れ

た
課

題
に

対
し

て
、

論
理

的
に

考
え

、
デ

ー
タ

を
用

い
た

説
明

や
提

案
が

で
き

る
力

を
身

に
つ

け
ま

す
。

薬
学

の
専

門
知

識
と

組
み

合
わ

せ
て

、
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く

実
践

的
な

行
動

が
と

れ
る

人
材

と
な

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

ま
す

。 対
象
科
目
と
修
了
要
件


情

報
科

学
演

習
（

1年
次

）
ビ

ジ
ネ

ス
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

基
礎

と
応

用
（

1年
次

）
（

0.
5単

位
）


情

報
科

学
と

情
報

倫
理

（
1年

次
）

AI
時

代
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

と
倫

理
（

1年
次

）
（

1.
5単

位
）


情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

（
3年

次
）

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
理

解
と

応
用

（
2年

次
）

（
1.

5単
位

）
★

修
了

要
件

★
上

記
、

３
科

目
の

合
計

3.
5単

位
を

取
得

す
る

こ
と

。
※

薬
学

科
、

創
薬

科
学

科
で

要
件

は
共

通
※

20
25

年
度

は
経

過
措

置
で

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
（

3年
次

）
も

開
講

実
施
体
制

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

運
営

責
任

者
学

⻑

教
務

委
員

会
東

伸
昭

（
委

員
⻑

）
FD

委
員

会
阿

川
敏

恵
（

委
員

⻑
）

自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
体
制

本
学

に
お

け
る

リ
テ

ラ
シ

ー
レ

ベ
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

自
己

点
検

・
評

価
は

、
以

下
の

体
制

で
実

施
し

て
い

ま
す

。
・

教
務

委
員

会
お

よ
び

FD
委

員
会

が
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
全

体
の

評
価

を
実

施
し

ま
す

。
各

授
業

で
は

、
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
も

と
に

、
授

業
の

質
や

学
修

成
果

を
点

検
し

ま
す

。
・

授
業

担
当

教
員

は
、

各
自

の
授

業
に

お
け

る
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
確

認
し

、
改

善
計

画
を

作
成

・
実

施
し

ま
す

。
FD

委
員

会
は

、
教

員
全

体
の

授
業

改
善

活
動

を
統

括
し

、
優

れ
た

実
践

の
共

有
や

研
修

の
企

画
・

実
施

を
行

い
ま

す
。

学
⻑

・
学

部
⻑

レ
ベ

ル
で

は
、

こ
れ

ら
の

活
動

報
告

を
も

と
に

、
教

育
課

程
全

体
の

質
保

証
お

よ
び

改
善

方
針

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
組

織
的

な
対

応
を

指
示

し
ま

す
。




